
話題のパレット

ぽ〜ぽ家で楽しく「男性の集い」健やか会「法螺吹き大会」を開催
　６月14日、交流センター「ふれ愛館」で、『健や
かに暮らせるいいたての会』が、総会と『法螺
吹き大会』を開催。総会では、在宅の看取りを
テーマに、経験者を交えた意見交換会も行いま
した。『法螺吹き大会』では、「行政区対抗でド
ブロクをつくり、きこりに棋士の藤井聡太さんを
呼んで、ドブロクと牛肉を味わってもらう」「ヒノ
キづくり、檜皮葺の建売住宅を1,000棟分譲する

（実は鳥の巣箱というオチに大爆笑）」「世界
一の老人福祉の村になる」など、素晴らしいホ
ラの数々が、会場を大いに盛り上げました。
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　草木染めや手織りを楽しむ「草や木と遊ぶ会」
（山田郁子代表／伊丹沢）のワークショップが、６
月14日、交流センター「ふれ愛館」で開かれ、会員
の皆さんが手織りの作品づくりに取り組みました。
　今年度の講習は全６回で、ナツハゼを１つの
テーマとする予定。村では”山男”とも呼ばれるナ
ツハゼを使った染織で、村を盛り上げたいと考え
ています。昨年度から参加している新開ハナイさ
ん（草野）は「自然の草木を使った染織で、飯舘
の素晴らしさに改めて気づきました。物づくりに
集中できるのも楽しい」と話していました。村民は

　「ぽ～ぽ家」で隔月開催されている「男性
の集い」。5月30日は、陣羽織を着て写真を撮
影したり、和洋の打楽器を打ち鳴らしたり、地
域おこし協力隊・小幡葉子さんの大太鼓演奏
を鑑賞したり、野馬追にちなんだ企画が行わ
れました。また、訪問看護ステーションあがべ
ごのスタッフが腕によりをかけたカレーライスの
振る舞いやカラオケタイムも
あり、皆さんで楽しい時間を
過ごしました。次回の7月７日
には七夕祭りとソーメン大会
が予定されているそうです。
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６月の村の動きと主なできごと６月の村の動きと主なできごと

１
日 

・ 

自
主
文
化
事
業「
守
時
タ
ツ
ミ
コ
ン
サ
ー
ト
」（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

２
日 
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第
４
回
飯
舘
村
第
７
次
総
合
振
興
計
画
策
定
委
員
会（
村
役
場
）

４
日 

・ 

飯
舘
村
そ
ば
勉
強
会（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

4
～
6
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ゆ
ず
カ
フ
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い
ち
ば
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５
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会
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育
委
員
会
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交
流
セ
ン
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ふ
れ
愛
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６
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国
民
健
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保
険
運
営
協
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場
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見
！
ツ
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ー
／
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内
1
日
バ
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ツ
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村
内
各
所
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８
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農
地
中
間
管
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事
業
説
明
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佐
須
集
会
所
）
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～
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６
月
議
会
定
例
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議
場
）

14・15
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・ 

相
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農
業
高
等
学
校
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校
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学
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旧
福
島
県
立
相
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農
業
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等
学
校
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舘
校
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～
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日
／
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日
～
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日  

・  

集
団
健
診（
い
ち
ば
ん
館
）
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株
式
会
社
ネ
ク
セ
ラ
イ
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と
の
連
携
協
定
締
結
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村
役
場
）

　
　 

・ 

農
業
委
員
会
定
例
総
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村
役
場
）
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～
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日 
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杜
の
都
の
ワ
イ
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バ
ル
仙
台
」出
店（
宮
城
県
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当
台
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内
堀
雅
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知
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飯
舘
み
ら
い
発
電
所
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定
例
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育
委
員
会（
村
役
場
）

26
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・ 

い
い
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て
村
文
化
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第
１
回
実
行
委
員
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交
流
セ
ン
タ
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ふ
れ
愛
館
」）

26・27
日 

・ 「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」連
合
　
総
会（
長
野
県
中
川
村
）

飯舘村地域おこし協力隊  秋山聖奈さんを紹介します

　６月１日に、フリーミッション型協力隊に着任した秋山聖奈さんは
青森県八戸市の出身。千葉県内で建設会社に勤務していました
が、大学では言語学（英語）を学んでいたという振り幅の広い人物
です。夫の斉さんは飯舘村出身で、いずれはどちらかの故郷で暮
らすことを考えていましたが、その時期を早めて協力隊に志願する
ことを決意。ラーメン店の開業をミッションに掲げました。
　「飯舘らしいラーメンにしたい」と考え、斉さんの幼馴染、山田豊
さん（関根・松塚）が営む精肉店「肉のゆーとぴあ」から牛骨を仕入
れて牛骨ラーメンをつくることにしました。「“こってり濃厚系”の白湯

（ぱいたん）と、“あっさり奥深い系”の清湯（ちんたん）で試作をし

草木染めの糸を選んで手織りを体験。

手織りのコースターが完成。次回は草木染に挑戦です。運営委員で講師の下田章子さん（草野）

４年前から夫の恒平さんと共
に神奈川県に在住。飯舘村と
つながり続けたいという思い
で昨年会を立ち上げました。

informationinformation村からおしらせ村からおしらせ

もとより村外からの参加も歓迎
で、引き続き会員を募集中。グ
ループLINEで情報交換をしな
がら交流も楽しんでいます。

「草や木と遊ぶ会」 手織りのワークショップ

ひわだぶき

ています。誰でも気軽に来られる店に、ゆくゆくは村を発信できるような店にしたいですね」と秋山さん。
「ラーメン店を軌道に乗せ、任期が終わってもずっとここで暮らしていきたい」と思い描いています。
都会にはない近所付き合いも楽しんでいて、「行き合えば挨拶ができる環境は安心です」。
　草野地区の空き店舗を借り準備を進めていて、厨房の改修などが順調に進めば秋にはプレオー
プンをと考えています。夫婦で決めた店名は「麺屋 骨道（こつどう）」。牛骨ラーメン、楽しみですね。
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